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第２次匝瑳市総合計画策定に係る市民懇談会（団体対象） 結果概要 

 

○開催日時  平成３０年１１月１６日（金） １９時００分～２０時３０分 

○場  所  市民ふれあいセンター２階第３会議室 

○参 加 者  古作和英（匝瑳市体育協会理事長）、鈴木正夫（匝瑳市スポーツ推進委員連絡協議

会副会長）、古作照夫（八日市場ライオンズクラブ会長）、小関和雄（匝瑳市校長

会会長）、押尾悦子（匝瑳市社会教育委員会議議長）、石橋春雄（匝瑳市野栄文化

会会長）、熊切達雄（史跡飯高檀林跡を守る会会長） 

○市出席者  太田安規市長、大木寛幸企画課長、大木進一秘書課長、畔蒜稔行秘書課副主幹、

江波戸英樹企画課主査、小林直己企画課主査 
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１．開 会 

 

２．市長あいさつ 

 

３．自己紹介 

 

４．意見交換 

 ⑴ テーマ１  

匝瑳市の理想の将来像について。 

  今後、匝瑳市がどんなまちであって欲しいとお考えですか。 

⑵ テーマ２ 

テーマ１のまちになるために必要なこと。 

≪参加者からの質問・意見≫ 

・ 前回の計画を見ると将来像は、市章(３色)を元にしているようだが、今回も市

章にあった将来像が良いのではないか。 

匝瑳市は、海・平野・台地の３つの地形からなっているので、うまく合致する

ような将来像を掲げたら良いのでは。 

・ 資料でご案内のとおり、３色を使っている。海の青、自然の緑、人のオレンジ

をイメージし、色分けして市章を作っている。頂いた御意見を参考にしたいと思

う。 

土地の利用状況について、匝瑳市は里山から海岸線まで様々な状況で土地の利

用がされている。中でも農業は基幹産業として、植木は日本一と自負している。

こうした状況の中で、将来都市像を設定していきたいと思う。 

・ 団体から見た都市像もお話しいただければ幸いである。 

・ 高齢者はこれからますます増えると思うが、ふれあいウォークを実施していて

遠くは鎌倉から、今年の秋は銚子で、募集をかけている。現状として、若い人の
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応募が少ない。60 歳代でまだ若い。参加者はだいたい同じメンバーとなってい

るので、多くの方に参加していただければと思う。 

また、グラウンドゴルフなど、高齢者がもっと参加できる色々な催し物をでき

たらと思う。高齢者も体を動かせば、健康でいられると思うので、そういうこと

ができる環境になっていくように行政と協力していきたいと思う。 

・ ふれあいウォークは、近郊で開催されているようだが、市内ではどうか。 

・ 以前試みたことがあるが、市内での開催だとどうしても皆さん見飽きてしまっ

ているためか応募人数が少ない。鎌倉など遠方に出かける方が、すぐに応募が埋

まる。匝りの里を出発するイベントも少なかった印象がある。ただ、離れたとこ

ろばかりではなく、近場でできる形が良いのかなとは思う。イベントをするに当

たっては、コースの選定や下見なども大変。開催は年に 2 回で、5 月下旬と 11

月上旬に行っている。 

・ 市長への手紙で、いつもすぐ定員になるし、同じ人しか参加できないからどう

にかして欲しいといった意見が届いたことがある。 

・ イベントを気にしている人は、広報掲載のタイミングを心得ているため、どう

してもそのような現象が起きてしまう。 

・ 東総歩こう会の会長をしている。11 月に開催しているが、車や電信柱の無い

ような里山で人の行かない場所を探して選んでいる。里山の匝瑳市にこんなとこ

ろがあったのかという場所を狙って案内すると大変喜ばれるので、コースの選定

が大事かなと思う。鎌倉などは名所なので人が集まるのは目に見えているが、匝

瑳市を知ってもらうために、そういうところも歩くことで感動があるのではない

か。また、目玉商品があると人が集まる。他の地域から来た人に、匝瑳市にはこ

ういうところがあると分かってもらえる。口コミで参加を呼びかけているので天

候さえ良ければ多くの人が参加してくれると思っている。広報紙には記事の都合

上で載せてもらえないこともある。 

・ 若い世代も昔は行事を行うとなれば率先して参加してくれていたが、現在は遊

びを優先していると感じている。参加意欲が停滞していて、体育協会も参加者が

高齢化している。「若い世代を捉えるイベント」が必要ではないか。また、学校

の生徒数が減少していて、部活の団体競技も学校単位では出られず、連合で出る

ようになっている。スポーツも育成に重点を置かないと今後の体育団体の維持も

頭が痛いところで、低年齢層の確保育成が色々な面で重要。中学校の先生も部活

の時間問題など厳しくなっていたりするので、土日は先生の時間を解放するとい

う意味でも地域総合型スポーツクラブなど、学校と社会の連携を図って学社連

携、行政も入って強化しなければと思う。 

・ 健康づくりと合わせて里山の魅力の話もあった。里山と飯高檀林跡を守る会の

関係について説明いただきたい。 

・ 飯高檀林跡は県の指定史跡であり、飯高寺の講堂・鼓楼・鐘楼・総門は国指定

の重要文化財である。文化財の有効活用ということで、近隣の小学生を対象にし
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て、夏休みに２泊３日の団体生活の場（寺子屋）として提供している。今年は

60人定員のところ 80人ほどの応募があった。親元を離れての生活なので、中に

は小学校１年生もいて泣いたりする子もいるが、講堂の掃除や勉強など団体生活

を通して、開講式と閉講式の様子を見ると、一回り成長したように見える。その

ような場は、文化財の有効活用として良いことなのかなと思って毎年応援してい

る。 

また、檀林の一部分を「守る会」で清掃している。観光客も増え、映画やドラ

マのロケ地としても活用してもらっている。九州から、出演者のファンがロケ地

を見たいと訪れることもあり、１年程は継続して賑わっていた。観光客の人が気

持ち良く帰ってもらえるように清掃している。ウォーキングにも適しているので

はないかと思うし、ある種パワースポット的なところもあるかなとも思う。観光

はもちろん、里山を歩いたり、訪問してもらうだけでも森林浴ができると思う。

多くの方に来てもらえるよう私達も普段から頑張っている。観光などそういう面

で協力できれば良いのかなと思う。 

・ 石岡から結婚相談事業の関連で視察が来た。飯高檀林跡は市最大の観光スポッ

トとしてＰＲしているし、市の方でも十分に活用させてもらいたいと思ってい

る。 

・ ロケ地の関係で千葉県フィルムコミッションへの登録は、匝瑳市ではいくつあ

るのか。 

・ 手元に資料が無い。 

・ 飯高檀林はテレビでも結構使われているのは分かるが、匝瑳市だということは

分からない。植木も登録した方が良いのでは。 

・ 確認しておく。（千葉県フィルムコミッションへの登録は３件（飯高檀林跡、

天神の森、ふれあいパーク八日市場）であった。） 

・ 青少年の交流ということで、郷土に愛着を持ってもらえるかなということで参

考になればと思って活動内容を話す。現在、ボーイスカウト、発明クラブ、高校

生を対象に海外派遣、国際平和ポスターの応募など、少しでも子ども達の交流が

できればと思い実施している。スポーツ面ではミニバスケットの大会を開催して

いる。現在、準備しているのは他市を交えてのスポーツ少年団の交流である。そ

のような交流から地域に愛着を持ってもらえるように活動している。 

私としては、匝りの里を活用して匝瑳市をアピールしてはどうかと思ってい

る。駅前は匝瑳市の玄関なので、匝りの里を拡大し郷土資料館を作り、匝瑳市の

魅力をもっと発信してはどうか。 

・ そのような構想で匝りの里を作ったが、まだまだ力が足らないということだと

思う。 

・ 将来像の関係だが、新しい年号のタイミングで第２次総合計画もスタートする

ので、ガラッと変えるという考え方もあるのではないか。 

・ 台風や大雨の予報があると、市では「土のうを配布しています。」というアナ
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ウンスがあり、逆に不安になる。 

・ 市ではホームページで情報発信をしているが、中々情報にたどり着かないとい

う意見を聞く。現在、市ホームページのリニューアル作業を進めており、来年の

３月末には新たなホームページを提供できる。匝瑳市は情報発信が下手だという

意見もあるので、特設ページを作るなどして、情報発信を強化していきたいと思

っている。 

・ 旅行した際、訪問したまちが「こういう歴史があってこういう産業がある」な

ど分かるような仕組みは良いと思う。市もアピールポイントがあるので、もっと

大々的に発信したら良いと思う。 

・ 今日、市内で大きな研究会があり、市のＰＲの話があり、植木が日本一、トウ

キョウサンショウウオ、イシガメ、飯高檀林跡などいくつも匝瑳市には財産があ

るなと改めて思った。初めて知ったのではなく、以前から知ってはいたが、足を

運んでいなかったり、実物を見ていないと思った。この会議で美しい里山が一つ

のキーワードとして出ている。以前赴任していた学校の裏から見た景色は、電線

が一つも無く、来客を受ける際にはその景色を見てもらい、『電信柱が一本も無

いのはディズニーランドかうちぐらい』とよく話をしていた。今日、八日市場小

学校から八日市場第二中学校まで歩いてみて、その景色が非常に懐かしく感じ、

実際歩いてみないと良さはわからないなと思った。 

また、広報戦略はすごく大事だと思っている。いすみ鉄道の社長の話で何もな

いを売り文句にして沢山のお客さんが来ている。そこで、懐かしい里山をアピー

ルすると良いのではないか。美しい里山と謳うのであれば、里山の整備も必要だ

と思う。あと、大学で広報を勉強した人が言うには、のぼり旗は意外と逆効果と

のこと。 

・ のぼり旗が逆効果ということについて、もう少し詳細を聞かせてほしい。 

・ 景色に似合わない色使いや自然を見に来たのに人工物であるということで逆効

果になるのではないか。 

・ ＰＲ戦略としては、匝瑳が難読ということを逆手にとってのＰＲは新聞でも取

り上げてもらったり、難読で西の横綱の宍粟市とタッグを組むなど色々取り組ん

でいる。 

我々から見ると何もないと思われる里山に魅力を感じて、都会から移住してき

ている人もいる。改めて自分の住んでいるまちの魅力に気づかされ、自然を売り

にして話をするようにしている。本日、都内において移住の相談会を行っている

ところ。そういう場でも、地域の財産という視点からＰＲしていけたらと思って

いる。 

・ 先ほどの話とはがらりと変わってしまうが、若いママさん達は子育てについて、

より良い環境が欲しいと言っている。匝瑳市は恵まれた環境だとは思うが、病院

が欲しいという声や母親が急に具合が悪くなったときに、預けられる場所があれ

ば良いという声もある。人口減少について、みんな故郷が好きで、できれば東京
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とかにも行きたくない。匝瑳市に会社があってそこで働ければ、人口も減らない

のではないかと思う。婚活でお嫁さん募集などよくあるが、お婿さん募集もやっ

てみてはどうか。 

・ 子育てについては、６月に実施した子育て世代を対象とした市民懇談会で、匝

瑳市は子育てがしやすいとお褒めの言葉をもらった。市も子育て支援に力を注い

でいる。一度市外に出て、子育てをするのに匝瑳市へ戻ってきたら子育てしやす

いという意見をもらった。 

雇用については、大きな課題だと認識している。地域の雇用をいかにして創出

するかだが、工業団地について現在区画が埋まっていて、そこから広がりという

のは難しいところではあるが、市内の商店街には空き店舗があり、そういった空

き店舗を活用しながら、企業を呼び込むとか、市内の起業したい人への金銭面を

含めた支援をしている状況である。 

婚活事業は、平成 23 年から企画課で取り組みはじめた。御意見を頂いたお婿

さんの件だが、事業が始まって以降そのような企画が１度あり、そのイベントで

は結構カップルができた。そういった要望が強いということであれば、また企画

したいと思う。 

・ 市の発展がないと人口も増えない。昭和 49年に野栄町で企画を担当した際に、

農村地域工業等導入促進法を適用して工場誘致を行ったところ、鋼管工業が来て

くれた。様々な地域を見て廻った中で、緑が沢山あるということが野栄町にした

決め手とのことだった。工場誘致という言葉は死語になりつつあって、会社も来

てくれないようだが、まだ見込みはあると思う。やはり、工場や農業など産業振

興が進まないとまちは発展していかない。 

産業振興という点で見れば、生産性が大事。農業生産という形で行くと、かつ

て野栄町では丸ナス、ピーマン、ししとう、かぼちゃ、さつまいもを作る生産団

体が多かったが、今はそれほどでもないようだ。中でもさつまいもは、現在、色々

な種類があり、焼き芋からスイーツまで消費もあるようなので、こうした生産団

体を育てるということも産業振興の中では良いのかなと思う。 

植木関係では、学校施設でブロック塀が倒れる出来事があったかと思うが、生

垣で対応するのはどうか。今まではあまり儲からなかったが、現在は情勢が変わ

ってきているようなので、そういうところにも目を向けてはどうか。 

匝瑳市には里山もあるが海もある。海岸砂地でハマヒルガオが綺麗な時期があ

る。のさかアリーナの緞帳や野栄総合支所の玄関を入った右手にハマヒルガオの

絵がある。海岸をＰＲするには、ハマヒルガオが一番良い。また、ロケの話と関

連して、かつて海岸地区には野球場が５つあり、その中でも西浜のグランドは素

晴らしいクロマツで囲まれた良いところだったので、フジテレビのドラマ撮影な

どに使われた経緯がある。里山だけではなく海岸もロケに使えるのではないか。 

市役所について、合併前は役場と町民は家庭的な雰囲気があった。組織が大き

くなると難しいかもしれないが、手が届くようなつながりのある行政でないと
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「協働」は進まないのかなと思う。 

今、野栄町で海岸地帯が活気あるのは、かつて造成地を作り町有地の払い下げ

をしたため。現在、空き地があると思うので、造成して住まいを提供するという

ことも大事ではないか。 

・ 沢山の匝瑳市のお宝を紹介していただいた。ハマヒルガオや、ブロック塀の問

題についても市の特産物の植木を使ってはどうかという御提案を頂いた。農業振

興については、以前丸ナス、ピーマン、ししとうなどの生産が盛んであったとい

うことで、生産団体の育成が必要であるという御意見も頂いた。また、工場の誘

致ということで、雇用をいかに創出していくかの大切さもお示しいただいた。 

市が大きくなったということで、市民と少し距離ができてしまったのではない

かという御意見かと思うが、市民協働を前面に出して進めており、今の時代は市

側だけでは解決できない問題も多く、市民の皆様の協力を頂きながら解決に向け

てともに頑張っていきたいと考えている。皆様から頂いた御意見は担当課と情報

共有させていただく。 

・ 銚子連絡道路を活かしたまちづくりは、匝瑳市の課題の一つであり、今後、影

響があると思う。また、以前は海を活かしたまちづくりという話しもあったが、

東日本大震災の影響で進んでいない。 

・ 銚子連絡道路の工事は、順調に進んでいて観光面でも非常に期待ができると思

う。 

海岸の振興について話が出ていたが、「まっぷる匝瑳市」というガイドブック

を作り、その中で「海めし街道」というページを作成するなどＰＲを行っている。 

・ 素晴らしい意見を頂戴し、有意義な懇談会だったと思う。今日の懇談会中で足

りないところや気が付いたところなどあれば企画課まで連絡を頂ければと思う。 

・ 頂戴した意見は市役所の中で共有しながら、今後の検討材料とさせていただく。 

 

４．閉会 

 

以 上  

 


